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単分子トランジスタ（SMT：Single Molecule Transistor）は、超高速動作・低電力・高密度が

期待される次世代トランジスタである。化学的に合成された単一のπ共役系分子を用いるこ

とから、半導体構造が原子レベルで均一的であり、さらに半導体構造に分子設計の概念を利

用できるメリットがある。しかしながら、SMT動作に関する報告は限られており、分子構造

と半導体特性の関係は未解明の部分が多い。我々はこれまでに、堅牢かつ 10 nmスケールの

超微細な線幅を有する Ptベースのナノギャップ電極上へ、無電解金めっきにより金をヘテロ

エピキタシャル球状成長させる技術を確立し[1] [2]、ジスルファニル炭素架橋オリゴ（フェニ

レンビニレン）（COPV6）分子をナノギャップ間に片側吸着し、長距離(4.5nm)共鳴トンネル現

象を報告してきた[3]。多環芳香族炭化水素はその強固なπ共役系分子構造から半導体材料と

して利用されている。例えばペンタセンは代表的な p型半導体材料として、有機 FETに用い

られる。多環芳香族炭化水素は縮合する芳香環がベンゼンからナフタレン、アントラセンと

増えるにしたがって HOMO－LUMO ギャップが狭くな

るため、半導体特性の最適化が可能である。本研究では、

アントラセンに注目し、アントラセン誘導体を新たに合

成し、SMT動作を確認したので報告する。 

両末端にチオール基を有する単純かつ強固なπ共役骨

格を有するアントラセン誘導体を合成した。アントラセ

ン誘導体を、ヘテロエピタキシャル球状金／白金ナノギ

ャップ電極間に導入した。 アントラセン誘導体単分子ト

ランジスタの２次元微分コンダクタンスの測定結果を

Fig.1に示す。明瞭なゲート変調が見られ、アントラセン

単分子トランジスタ動作が確認できる。当日は、本トラ

ンジスタの動作機構について議論する。 
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Fig.1 Experimental 2D dId/dVd plot 
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